
日本語速記法の成り立ちと類型

～過去の速記原本を可読化するための日本語速記史の研究～ (一 )

兼子次生、菅原登、下谷政弘

速記科学研究会

第一編 速記の起源と近代速記方式の発達

(は じめに)

「速記」は、古代からさまざまなニーズに応えて、生まれ消え去る言葉を固定するための

手段として、いろいろな方法が生み出されてきた。言 うまでもなく、速記はその符号そのも

のに社会的価値があるというよりも、そこから作成された文字記録の方に価値があるもの

と考えられてきた。しかし、研究課題によつては、記号や符号が書かれた速記原本
1、 文字

化された速記録
2を
新たな視点から解釈することが必要となるケースがある。あるいは、残

された速記録を見直すことによつて、かつての発言事実を改めて精査したり、未反訳のまま

に放置された重要な速記原本を改めて解読することが重要となる場合がある。

かつて速記録を作成する作業においては、これまで一義的に文字化された速記録こそが

重要であり、そのための手段は正確さと経済性が妥当であればよいと考えられてきた。また、

速記には多様な方式が存在し、速記者たちは方式が違えば、互いに解読は困難となる。また

方式の相違だけでなく、同一速記者であつても、いつも完全に同じ速記符号を書くとも限ら

ない。そのため、速記原本、速記録を各種の事実関係の証拠として保存するという考え方は

今 日まで存在しなかった。速記原本を第三者反訳し直すという行為は今 日まで想像もされ

なかつたのである。

しかし、速記符号は、音声言語と文字言語の中間に位置し、その言語の音声規貝Jに適応し

て、文法的にも、また時事用語など語彙的にも、その対象とする言語の時代的特徴に合わせ

て理論体系が組み立てられてきている。したがつて同一方式の速記者であるならば、同世代

の速記者たちはほぼ同種類の符号を筆記しているものと考えられ、残されている重要な速

記録を解読できる可能性が高まる。

そこで、系統的に発達してきた速記理論を相互に関連づけながら、どのように速記符号が

速記原本に筆記されているか、その内容を明らかにすることによつて、書き手と読み手が速

記符号を共有できる可能性がより高まるものと期待される。今後、残された速記録の解読作

業に貢献できるよう、まずは速記という文字文化が世界でどのように誕生して、どのような

筆記理論を開拓してきたかを明らかにした上で、それらが日本語速記法にまで及んできた

プロセスを理解することを試みたい。



速記の起源 と近代速記方式の完成

～文字のもとで発達してきた手書き速記の本質～

1。 速記の起源と近代速記の発達

速記以前に、文字が自然発生ののちにつくり出した現象を見よう。古代シュメールにおい

て象形文字から進んだ楔形文字は粘土板に亥Jまれた字体であった。また、紀元前 4000年ご

ろ生まれた古代エジプトにおけるヒエログリフ(聖刻文字)は、石に刻まれ壁面に描かれる

象形文字から、紀元前 1900年ごろ日常の用途で葦のペンとパピルスの書字材料を用いなが

らヒエラティック、デモティックヘと変化し、図 1のように書体の速記化現象が認められ
る。

ヒエログリフ ヒエラティック デモティック
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図 1エジプト象形文字の速記化現象 加藤一朗
象形文字入門 1970年版から兼子次生作成

文字は権力の象徴と実用という 2つの側面を備えている。実用を求める文字は機能の拡
張を図り、手書き速記は機能性の人工文字としてつぼみを膨らませていくことになる。

ハム語のエジプ ト文字はシナイ文字、カナン文字へと伝わり、一方セム語族のフェニキア

人は地中海交易における取引等の記録のために、22の子音から成り立ち、右から左へ横書



きするフェニキア文字を広めた。

紀元前 1000年 ごろのギリシャ人は、フェニキア文字から自国語の表音文字をつくろうと

したころ、 ギリシャ語を表音的に書き取るために不足している母音文字を追加 したり、発
音に適した子音文字を求めて変更を繰 り返した。今日使用される"BC"(BefOre Christ)、

“AD"(Anno Domini、 西暦)な どのような略語をつくり出して、表語機能を高めた。

その時代、ギリシャ人はみずから執筆に用いるほか、幅広く集会での発言を書き取る用途

に適した筆記法を求めていた。ここに図 2の ように、原始的な速記様の早書き法の発生をも

たらすことになる。
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図 2古代ギリシャの略記法
C.JOhnen:Allgemeine Geschichte der Kurzschrift,1940,Berlin,p.15

ギリシャ人は、みずからが著述する道具という目的に加えて、講演や吟詠される詩歌のよ

うに速度を伴う言葉を書きとめるという、それまでに見られなかつた文字の用途拡大を目

指し、図 3のように文字の改変を繰り返した。ヘーゲル Fritz Haegerは 、原始的なギリシ

ャの速記様の早書き文字が書字用蝋版に断片的に残されていると書いている。また、バスチ

ャン、WT.J.Bastiaanの 「速記の起源」(小堀四郎抄訳)にはパピルスに書かれた古代ギ

リシャ語の速記が残されていると記されている。3

図 3古代表音文字とティロの速記の表音文字 兼子次生作成

ヘーゲルは「Geschichite der Kurzschrift」 の中で「アクロポリスやデルポイで発見さ

れた碑文に見られる速記文字様のものは、原始的な段階の早書き法であるが、筆記速度の点

で速記の用途には達していない」と指摘し、メンツ Arthur Mentzら が「速記」であるとし

た説を否定した。すなわち、速記文字様のものは、普通に筆記する文字を変更する目的でも

なく、文字と隣り合つて、文字改革、早書き法の両方の試みとして、共に生まれた、とする。

そして「ギリシャで現れた速記の萌芽は、ローマにおけるラテン語のティロの速記 TirOnian
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notesにおいて完成された」と書いている。4

古代の速記は、タキグラフィ “TaChygraphy"と 呼ばれ、複数の文字を表す文字や言葉を
表す略語を用いていた。1588年、イギリスにおいて速記ルネサンスが興つたとき、「ティロ

の速記」は、ブライ ト Timothe Brightに “Characterie"と 名づけられた、英文速記とし

て復活した。
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図 4ティロの速記の構成

ラテン語において、書字材料は蝋版と鉄製スタイラスが用いられ、その組み合わせに適

した筆記体が発達し、古代ギリシャの恩恵を受けて「ティロの速記」が人為的に完成され

たと説明される。奴隷の子として生まれたティロMo T.Tiroは、キケロ家で幼いころから

家族のように育てられて、主人の政治家 キケロMarcus Tullius Ciceroと ともに、「テ

ィロの速記」を完成したと言われる。図 4の最下行のように、ティロが、元老院で謀反の

陰謀を暴露されたカチリナ弾劾演説の冒頭を “QPN"と 書いたことは、最古の速記実務
のエビデンスとされる。発言を想起させる頭文字を取り出して書く頭字法は “RSVP"
(rOpondez s'il vOus plant、 ご返事ください)な どの形で現代に伝わっている。ギリ
シャやローマの古代速記は、のちにヨーネン Christian Johnenら によって速記法体系の

解明と解読が行われた。

4



一方、固有文字を持つたエジプ ト、メソポタミア、インダス、中国の古代文明において速

記は発生しなかったし、手書き文字であるエジプ トのデモティック、中国の草書体など筆記

体が符号速記へ進化する例がなかつたことは、興味深い現象である。もつとも、日中戦争後、

中国で速記方式の研究が百花斉放の時代を迎えたころ、草書の一部をとって固有の速記法

を考案する者も出現した。

製紙の工業化が到来するまで、速記符号を書くために高価な紙を大量に用いることはな

く、用紙は主に文字化、つまり反訳するために使用された。
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図 5ブライト式の基礎符号 T.B五ght,1588 A.Navme:Stenogra.phie

中世、ブライ ト Timothe Brightが 著した初の速記書「キャラクタリー」"Characterie"

に始まる速記ルネサンス期には、羽根ペンと洋紙が用いられており、図 5のように規範とな

る基礎符号に縦直線を充て、その頭部や尾部に破片と呼ぶ短線、フック、円をつけて音素符

号をつくった。連綴のためには直線を横にする工夫が凝らされた。ブライ トは著書をエリザ

ベスー世女王へ献上し、英国議会は速記考案の功績を認めてブライ トヘ 15年間にわたる速

記を教授する独占的な権利を与えた。これが速記界における最初の知的財産権である。

ブライ トはフランス留学中、キリス ト教会で、日常使用されなくなったラテン語のティロ

の速記を発見したのをきっかけに、その仕組みを解明し、英語に応用したいと考えたことが

速記法創案の動機であつたとされる。英文速記法は一説によれば、H75年のティルベリー

のジョンに遡るとの説があるものの、速記ではないという説もあり、定かではない。
5

言葉を発音に忠実に固定していく表音主義は、1602年、ウイリス Jhon Willisに 始ま

r3,hi lな ,・ lm羹 ● る。彼は図 6のように、ラテ
ンアルファベットに

しJ十 く 〉「 DUヽ ( 
対応する表音式基礎符号として、一部にアルフ

t ● ヤ W = r 8 ぬ アベツトを残しながらも、子音と、頭につく初音
⊂ ハ V)〉 YZ´ X の母音に対して幾何的な図形、またはその一部

ウイリス式の基礎符号   分を充てる原則を採用したウイリ
ス式を公にし
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ウイリス式はその体系をステノグラフィ StenOgraphyと名づけたが、今日ではそれは
「速記」を意味する世界共通語となっている。

1626'年にはシェル トン Thomas Sheltonが 、図 8の ようにウイリス式を改良したシェル

トン式を公にした。この方式は、図 9の、ピープス samuel Pepysの 「ピープス氏の日記」

で知られるが、ニュー トン Isaac Newtonが用いたと伝えられ、速記はインテリゲンチア

のリテラシーと呼ばれる時代を築いた。「ピープス氏の日記」はのちにスミスによって解読

され、速記原本の第二者解読 (反訳)の偉大な成功事例となった。
音素単位に速記符号を書いていく英文速記法では、子音が重要な要素として幾何的な線

条を配分される一方、母音の扱いが速記研究者の関心であった。初音の母音は書かれるもの

の、2音 日以降は書かれなかったりしたが、子音符号を置いた位置で母音を含ませる表象法
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図 8シェルトン式の基礎符号と表紙
A.Navarre:Stenographie,p。 85
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の萌芽があらわれた。

1684年、コールズ Elisha Colesは "A“を上段に書けば、 aid、  and、  age、  arch、
ash、 ark、  askを表すとし、置かれた段で子音に伴う母音を示す三段法の略記法を創案し

た。6、 7

その着想は、1672年、メーソン William Masonに おいて、子音に続く母音が [a]、 [e]

の場合は上段に置き、Ei]、 [y]は中段に置いて、そして [o]、 [u]は下段で表す方法に見

られていた。8

図 10モート式の母音表象法 ANavaFraStenographie,Pa五s,p.77

また、1833年、モー ト ThOmas MOatは 、“The Shorthand Standard Attempted"を 出版

し、その中で五線譜のような 5段を設けて、同じ形の線が、高さで決められた母音を含んで

違つて読まれるという方法を考え出した。図 10の ように、一番上の行は [a]、 次の行は [e]、

その下の行は [i]、 4行日は [o]、 一番下の 5行 日は [u]を表すとした。五線譜のような

罫線を用いて、母音を省くために子音を置く位置で表すという表記法は、文字にない発想で

あつた。
9

この発想を子音に適用する研究は、フランスのルフェーヴル Lefeすreが 1872年に三線

譜で 9種の子音を表象する理論を完成した。最上段を①b、 pと し、次から②d、 t、 ③ g、 k、

④j、 ch、 ⑤l、 ill、 ⑥n、 gn、 ⑦r、 f、 ③z、 s、 ⑨r、 mの 16種の子音を含ませるというも

のであった。

この手法は、速記線の筆記量を減らす目的で研究が進んでいき、のちにドイツ語の草書派

速記法の多くの方式に採り入れられたほか、クロス式など幾何派の方式にも、母音を段で示

す表象理論として組み込まれていくことになる。
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メーソン式は優れた方式であったが、単語

の略符号が 4、 800にもふえて学習上の負担が

増した。そこで、1750年、ガーニー ThOmas

Gurneyは メーソン式を改良して、図 11のよ

うなガーニー式を創案し、略語を 100程度に

減らした。彼は、速記事務所を設立して裁判所

と英国議会の速記を長く行 うこととなつた。

ディケンズ Charles Dickensは若いころ「議

会の鏡新聞」の議会記者としてガーニー式で

国会の討論を速記していたが、休会中の暇な

時間に書いた小説「ピクウィック・クラブ遺文

録」で成功し、一躍有名になった。 10

図 12幾何派 (正円)の四分円と方角

バイロム JOhn ByrOmは 1720年、正円を 4

つに分害Jした四分円(図 12)か ら切 り出した幾

何画線を音素に割 り当てて基礎符号を生成 し

た。それらは図 13の ように、単線と頭部に小

円がついたものの 2種類があり、母音は子音

画線の前に着くものと、後ろに着くものとを

書き分け、それら 5母音を加点であらわす表

記体系を構築した。これをきっかけに幾何派

が優勢に進化する。H

バイ ロム式の改良を活か してテー ラー

Samuel Taylorは 、1786年、図 14の正円幾何派のテーラー式を創

案した。その中で、語尾の 一ious、 一able、 一full、 一ness、 一wardな

ど、よく使われる略語を設けたり、頻出度が高い単語の略語を多く

整えて実用性を高めた。テーラー式のこの手法は、のちのビットマ

ン式、グレッグ式、ステノタイプ (機械速記法)な どへ継承された。

英国で完成された幾何派は、ブライ トの速記を創発したフラン

ス語へ逆流し、母音を小円、フック (丸カギ)、 短線などで連綴す

る方法を発達させていくことになる。
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一方、ボードリー SimOn Bordley力 1`789年、草書派の嗜矢とな

る図 15の 1のボードリー式を創案し、さらに 1802年、ロー Richard

Roeに よる図
‐
15の 2のロー式が成立した。草書派はラテン文字の筆

記体の動きに着日し、画数は多いが自然に書ける速記符号を用いて、

速記書で示される規範符号と、実際に書かれた動態符号とのずれを

改善する理論を構築できる可能性があつた。
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図 15最初の草書派,ボードリー式(1)と第 2号のロー式(2)
COJOhen:Angemeine Geschichte der Kurzschri■ ,p.48
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図 16 ガベルスベルガー式の符号の変遷

C・JOhnen:Allgemeine Geschichte derKurzschri食,1940,Berlin,p.82

図 14テ ーラー式

イギリスの幾何派方式は ドイツ語圏へ早くから伝わつていたが、 ドイツ語への適応が進
まなかつた。造語法の違いで、言葉の綴 りが ドイツ語では長くなる傾向があり、文字列が短

い英語の速記理論を適用するとうまくいかなかったことなどがその理由とされる。1834年、



ドイツのガベルスベルガー Franz Xaver Gabelsbergerが ラテン文字の筆記体から基礎符

号を設定した、図 16の 1の草書派理論のガベルスベルガー式を完成し、 ドイツから世界じ
ゅうへ広がってぃった。12

こうしてイギリスにおいて幾何派、草書派、後

述する半草書派がすべて創案されt符号速記が世

界中の異言語へも広がっていった。
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図 17ビ ットマ ン式系の符号変遷

I.Piman:

近代速記法の頂点に立つ方式は、長くピットマ

ン式で あった。 ビ ッ トマ ン  Isaac Pitman

(1813.1。 4-1897。 1。 22)は、修得したテーラー式を

参照しながら、1837年にビットマン式を完成し、

表音主義による綴 り字改革運動へつながる始点と

して"PhonOgraphy" と命名した。ビットマンは

英語の音声を正確に音素表記する理想の実現に一

生を捧げたが、速記の用法については個人型、ビ

ジネス秘書型、高速度逐語記録型の 3種に分けて、

速記理論を体系づけた。

図 17の主なバージョンの符号文例を見ると、速

記符号は一般的に少画化と簡易化が意識されてき

た。

ピ ッ トマ ン 式 を 学 ん だ グ レ イ ア ム

Andrewo J.Grahamは、充実した専門語彙、ハンド

ブック、辞書を整備してアメリカ市場を開拓して

いた。

ピットマン兄弟は、アメリカ市場が成長期に入

つたと見て、1855年ベン版 (図 17の中央列)を発

表してベンが渡米し、参入を開始した。

これに対してグレイアムは、ピットマンの許可

を得ないでビットマン式を引用した出版物に、師

の名を一切書かずに出版したと言われる。B

1872年、米人工学士、カーライル R.G.Carlyle

が田鎖に頼まれてアメリカから方式書を取り寄せ

たときに、ビットマン式は含まれなかったことは、

このような事情が影響した可能性がある。田鎖の

速記理論の構築と翻案研究がこうした経緯で進め

10



られたことになる。

武田千代二郎はイギリスからピットマン式の方式書を取り寄せて研究し、また、ガントレ

ット E.Gauntletが ビットマン式を日本語に応用してガントレット式を創案する際には、

みずからアイザックの許しを得て開発した。初めに英語版が出版され、のちに日本語版が書

かれ、日本国内で販売された。

一方、1864年、リンズレー Davidc Philipo Lindsleyが英文速記のリンズレー式 馬を創案

し、その後黒岩大らによって日本語に応用、翻案されて最初の速記書が出版された。1896年、

中国語初の偉音快字を創案した薬錫勇はその基礎符号がグレイハム式由来とわかるのに黒

岩と同じようにリンズレー式を参照して考案したと書いたが、日本語速記法の成立時に、当

時の世界の速記事情がどう関係したかが、これまで明らかにされてこなかった。これらは、

文明開化期の日本語の状況を見る上で興味深い側面である。

19世紀は幾何派全盛の世紀であった。幾何派の頂点に立つピットマン式系では基礎符号
の子音は四分円から取り出した画線とし、母音は子音の周辺位置に加点する表記を原則と

してきた。

しかし、ピットマン式は、静態の幾何図形を規範符号としたために生じた、現実に書かれ

る動態符号とのずれの解決という大きな問題を学習者の側に任せてきた観があり、実際ピ

ットマンの関心は英語の綴 り字改革のほうへ向いていつた。無理な線の連綴は、符号のくず

れを生じて正しく読めなくなるリスクや学習性の低下につながり、速記の永遠の課題の一

つであるが、発言速度が速くなるのに伴って、動態符号理論に着目する研究者が台頭する。
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図 18ビ ットマン式の変遷表 As fast as speech,Pitman Publishing Ltd,p。 21.



もう一つの課題には同音語 (類音語)の処理がある。これらが日本語の場合、速記法を実

用化し、あるいは高速度の逐語型速記法として改良する上で、また学びやすくするために、

符号研究者に課せられたテーマであり続けている。
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図  20ク ロ ス 式 の 符 号 源 図

ピットマン式系の流れを受けて、クロス J.G.Crossは 1878年、図

20の楕円符号生成のダイヤグラムを設定し、図 19の基礎符号を正円

に加えて幾何的な楕円から構成した、「折衷式速記法」 Eclectic

Shorthandを 出版し、幾何派の完成度を高めた省画化の符号イメージ

のクロス式を完成した。16

クロスは、母音を暗に示すために五線譜のように五段を用いて、最

上段は [a]、 Eau]、 [aw]、 三段日は [e]、 [eu]、 Eew]、 三段目(中心

線)は [i]、 [y]、 [oi]、 [oy]、 四段日は [o]、 [ou]、 [ow]、 五段目は

[u]、 [oo]、 [oo]の母音を示す位置とした。また、速記符号の線長

を6種にふやして、素材資源を豊かにした。ただ、これは反面、速記

符号群の違いを瞬時に見分けさせる示差性を低下させたことは否め

なかった。

アイルランド出身のグレッグ JhOn Robert Greggは、テイラー式

系統のオーデル式を独学で修得したが、ドイツ草書派のガベルスベル

ガー式、シュトルツェ式やフランス幾何派のスローン・デュプロヮェ

式を分析していたと、シモンズ F.A.Symondsは書いている。

グレッグは、アンダーソン Thomas Andersonの 「速記の歴史」(1878)

に挙げられた、次の 5点の要求項目に共鳴した。r

【5点の要求項目】

1.速記の基礎符号には、独立形の母音符号が含まれている必要があ

る。この符号は、子音の画線に続け書きできるように適応させる必要

一　
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図 19ク ロス式

がある。言い換えれば、一般的な基礎符号すべてに、特別で、特徴的な速記符号が必要であ
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る。

2.速記符号はすべて勾配(slope)を持たせて書 く必要がある。

3.速記符号では、濃線符号と淡線符号を書き分けさせてはならない。すなわち濃線符号は

使用しない。

4。 速記符号は中央の一段の行だけで書 く必要がある。 (上下段を使わない)

5.速記の略語の規則は、確実で、包括的で、少数でなければならない。

【グレッグ式立案の 7点の基本要件】

グレッグは、以下の新方式立案の 7つの基本要件を決めて、グレッグ式の理論体系を 1888

年に完成したとシモンズは解釈する。

1。 速記符号の書体は、楕円または楕円形、つまリラテン文字の筆記体の勾配を持つ形に基

づいている必要がある。

2。 速記法は曲線運動を基礎としている必要がある。

3。 画線の自然な組み合わせから鈍角接合を排除する必要がある。

4。 速記符号を綴る場合、母音と子音とを接続する必要がある。

5.速記符号に用いる画線は濃淡をなくす必要がある。

6.速記符号の書き込みは、中心線に沿つて一行だけを用いるようにする必要がある。

7.全体として速記符号は一罫線上に書かれる必要がある。つまり、書き込みは、直線上に

連続的な流れで実行される必要がある。
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図 21グレッグ式における筆記体からの子音符号の生成

図 21は、シモンズがグレッグの符号設定の根拠を示したもので、Aはラテン文字の自然

な筆記体、Bは Qの書体をもとに [r]、 [1]、 [s]の符号をつくり出す根拠を説明し、C
ではそうしてつくられた、[j]、 [d]、 [m]、 [g]、 [1]、 [b]、 [v]、 [o]、 [u]、 [h]

のアルファベットを挙げている。
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イギリスの幾何派がぎごちない書線を呈しているのに比して、図 22のデュプロフェ式の

ようにフランスの幾何派は円運動を巧みに採り入れて書きやすい速記線を実現している′点

に着日したグレッグは、円やフックの母音とラテン文字の筆記体の一部分を中心に割り当

てた基礎符号を構成した。
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図 22デュプロフェ式の母音がグレッグに影響した
FメLSymondsJOhn Robel威 Gregg,p.48‐ 49

-方、縦の線、右下向きの線は使用しないこととした。
さらに、秘書型の速記等で必要な句読点を加えたが、それは禁則とした右下向きの短線を

用いた。

グレッグがねらったのは、幾何派の静態符号の問題点を動態符号の立場から解決しよう

とするもので、 ドイツ草書派からは幾何派と草書派の中間的な流派という意味で半草書派
と呼ばれている。

なお、日本では ドイツ流の方式を斜線派と呼んできたが、ドイツ学派はラテン文字筆記体

の草書体から生成したことを理由に Kursiv草書 と称することから、本稿では草書派と呼
ぶ立場をとる。また、同様に日本ではグレッグ式を楕円派と呼んできたが、ドイツ学派はグ

レッグ式が幾何派と草書派のよさを調和させた創案の過程から半草書派 halb kursivと 分

類しているので、半草書派と呼ぶ立場をとる。

こうして 20世紀末まで、個人用の文字式と高速度型の符号式の速記が実用に供され、符

号式では幾何派、草書派、そして半草書派の 3派が高度に発展を遂げた。
20世紀後半から、先進国が先行して、手書き速記の学習が低調になってきた。速記を用
いない発言記録の作成技術が進歩してきたことや、高学歴化、豊かさが広がってきたことな

どが背景にあるが、手書き速記は新たな時代に入つてきた。現実に、日本では就職資格でな

くなって、手書き速記が衰退した。

世界的に見ると、一国だけだが、英国ではジャーナリス トが国家資格をとる場合に、取材

技能として速記が位置づけられ、ピットマン式の学習性を高めたティーライン式 Teeline

14



systemが 1968年、ピットマン式の速記教師、ヒル James Hillによって考案されて訓練さ

れている。ただ、速記原本の第二者解読訓練は、行われていない。

図 23ティーライン式の基礎符号表 JoHin,。nwB.

(ま とめ)

国会会議録の作成に未完成の速記を採用し、発言ありのままの言葉で公式記録を作成す

るというプロジェクトは、金子堅太郎の英断で実行されて、速記は生命を得た。その舞台裏

で、田鎖綱紀と弟子たちは欧州の速記事情を調べて、さまざまな速記の流派、方式があるこ

とを学んで、それらの長を採 り入れることにつとめていた。

田鎖系衆議院式の単画化の偉業を成し遂げた西来路秀男は 1950年、「現在日本には 80数

種の速記法式があるが、専門家用の高速度速記法として実用化されているのは、そのうちの

7～8種にすぎない。それも名まえは同じ○○式でも、専門速記者用の符号としてほんとう

に実用に供されているものは、創案者の符号とはまるで別ものといってもいいくらい実務

者によつて改良変形されている実情をよく知っておく必要がある」と衆議院標準速記法原

理に書いている。

今日、主要方式において多様化した速記符号を知識体系として科学的に再構成する課題

がある。

以上

《注》

1。 西来路秀男 :「衆議院標準速記法原理」、1950。 5。 15、 衆友会、p.23には、「記音行為の結

果.速記用紙に速記符号で書いたままのものをいう」と説明されている。西来路は元衆議

院速記者養成所長、衆議院式の単画化を完成し、田鎖系で最多の速記者を養成した。

2。 西来路秀男 :「衆議院標準速記法原理」、1950。 5。 15、 衆友会、p.23には、「速記録は、完

成作品 (印刷 0謄写または写字したもの、あるいは原文・原稿のままでも、それが速記録

定本として確認されたもの)」 と説明されている。

3.J.Bastiaanが NCRA機 関誌に投稿したもので、速記七十周年記念論集 「速記研究と回
顧」に小堀四郎 (衆議院記録部)が翻訳して紹介したもの。1952.9。 20、 p.61

4.ギ リシャの速記様の略記法をヘーゲルでは話の速さに適応 しないとして、速記ではない
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とする。  RHaeger、 "Geschichite der Kttschri量 '1、  1974、 Wolfe五 buttel、  1。Von der Wortschri量

zur Buchstabenschri量 、 1.3。Die gnechsche Schri量 、 p。 10

5。 イギリスの速記の起源をティルベリーのジョンとする説は大勢が支持していない。向井

征二「日本語速記術発表 90周年記念速記の歴史 H」、日本速記協会、東京、1973、 p。 13

6。 S缶 IoPiman:A IHisto7 of Sh硫 祖dF∝直h edttiOn、  London、 pe39. コールズについてi託践杢が

ある.フ ァウルマンによると、コールズはウイリス派とされている。
7.向井征二 :「 日本語速記術発表 90周年記念速記の歴史 HI」 、日本速記協会、東京、

1973、 p.19にコールズについて記述があり、近代速記の萌芽を見るという。

8。 向井征二 :「 日本語速記術発表 90周年記念速記の歴史 HI」 、日本速記協会、東京、1973、

pp19。 メーソン式について記述がある。

9.S士 Isaac Piman:AHistow ofShoJhand F品 editiOn、  London、  SIIsaac Piman&SOns EID、

R109 には、モー トの四線譜を用いた別のアイデアの記述がある。
10。西来路秀男 :「速記入Flハ ンドブック」、ハンドブック社、東京、1955.H.15、 p。 17。ディ

ケンズの記述がある。

H.向井征二 :「日本語速記術発表 90周年記念速記の歴史Ⅵ」、日本速記協会、東京、

1973、 p.39。バイロム式から始まった符号生成の四分円ダイヤグラムズの記述がある。

12。向井征二 :「日本語速記術発表 90周年記念速記の歴史Ⅵ」、日本速記協会、東京、

1973、 p.43.ド イツの Kurs市 草書派を完成 したGttelsberger 式の記述がある。
13.衆議院速記者養成所月報 1951年 3月 号の「百年前のアメリカにおける速記」 (ジェーム

ス OWeビヤーズ著、武部良明翻訳)に「グラアム(グレイアム)氏は、アイザック・ピット
マンの(中略)許可もなく、多くの頁を逐語的に一字一句正確にいれることを十分はかっ

た」とある。

14.Andrew J.Qttamが ピットマン式を改良したグレイアム式は、基礎符号がビットマン式

と同 じであ る。出典 :S缶 Isac Pimm:A Histow ofSh∝血and fowtt edition、 London、 S士

Isaac Piman and sOns L。 ■D、 p.253-254.

15。David Philip Limsley力鴻 J案 した リンズ レー式 の,系統 は不詳。Karl Fttham:Histo五 sche

Grammttik Der Stenographie, 1887、 Wien、 Verlag von Bc.1.■ann&Al憤lam、 p。 146。

16。J.G.CrOssが ビットマン式系を改良した「折衷式」 Edectic ShOtthand。 幾何派に五線譜

のような罫線用紙を用いる音表象法を導入し、高度な縮記、略記理論を構築した。中根式

系の森卓明がその理論を導入して、太平洋戦争後「現代国語表象速記法」を完成した。

17.グレッグ式の歴史をまとめた RAddington Symondsの グレッグの伝記 “John Robe■

Gregg"、 1963、 McGraw―Hill Book Company、 N.Y、 p.48-49。
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